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令和２年２月定例会
■令和２年度予算案を可決
■予算審査特別委員会では延べ２７人が質疑
■一般質問に１８人が登壇

202020205.1
令和2年

　４月１日、市内初の小中一貫校となる
「あそ野学園義務教育学校」が、旧田沼西中
学校の敷地内に開校しました。

▲あそ野学園義務教育学校の校章



令和２年度の予算案を審議、可決令和２年度の予算案を審議、可決令和２年度の予算案を審議、可決
　令和２年度予算は、「令和２年度佐野市行政経営方針」及び「令和２年度予算編成方針」に基づき
編成されました。

　市長の予算大綱説明に対する質疑に高橋功議員（蒼生会）、岡村恵子議員（日本共産党議員団）、�
篠原一世議員（政友みらい）、田所良夫議員（新風）、木村久雄議員（公明党議員会）（以上質疑順）の
５人が登壇しました。

　また、議員全員で構成される予算審査特別委員会では、
一般会計、各特別会計、水道事業会計、下水道事業会計の
予算案に対し、３月１３日、１６日、１７日、１８日の４日間
にわたり延べ２７人の委員による質疑が行われました。その
結果、新年度予算全７議案を可決し、併せて「令和２年度
予算審査要望書（５ページに記載）」を取りまとめました。

予算審査特別委員会（パソコン・タブレット・スマートフォンで映像をご覧になれます！）

市長の予算大綱説明
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発言
順序 氏　　名 発言

順序 氏　　名
特別会計、水道事業会計及び下水道事業会計

6
7
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鈴　木　靖　宏
岡　村　恵　子
木　村　久　雄
菅　原　　　達
鶴　見　義　明

金　子　保　利
飯　田　昌　弘
田　所　良　夫
若田部　治　彦1
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発言
順序 氏　　名 発言

順序 氏　　名
一　般　会　計

10

11

12

13

14

15

16

17

18

菅　原　　　達
鈴　木　靖　宏
小　倉　健　一
若田部　治　彦
岡　村　恵　子
早　川　貴　光
田　所　良　夫
亀　山　春　夫
金　子　保　利

横　井　帝　之
高　橋　　　功
久　保　貴　洋
山　菅　直　己
鶴　見　義　明
横　田　　　誠
川　嶋　嘉　一
飯　田　昌　弘
木　村　久　雄 予算審査会場の様子

予算審査特別委員会質疑者一覧

副委員長
慶野　常夫

委員長
本郷　淳一

佐野市議会　議会中継
（令和2年）

　「令和2年第1回（2月）定例会・
常任委員会・予算審査特別委員
会」からご覧ください。

※�２月定例会の全日程において、新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、全員（傍聴者を含む）
にマスクの着用を義務付けました。
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令和２年度予算の概要（当初予算額）
一般会計 ４８５億５，０００万円
特別会計 ２５３億６，９２０万円
水道事業会計収入 ３０億９２１万円
　　　〃　 　 支出 ４０億５，７２６万円
下水道事業会計収入 ５８億４，４１５万円
　　　〃　　　支出 ６８億７８４万円

（1万円未満四捨五入）

※�公共下水道事業特別会計及び農業集落排水事業特別会計は、令和２年度から公営企業
会計（下水道事業会計）に移行しました。

議員人件費　
２億１，６５０万円

　議員24名の人件費

職員人件費　
７，３８４万円

　議会事務局職員9名の人件費

政務活動支援事業費　
７２０万円　議員一人あたり年間30万円（月額2万5千円）の政務活動費

を交付する費用（議員24名分）
議会運営総務事務費

５２２万円
　議会運営に関する諸費用

会議録作成事業費　
１，０３５万円

　会議録作成費及び会議録検索システム使用料など

議会だより発行事業費
３３５万円

　さの市議会だよりの印刷費用（年4回発行）

常任委員会活動支援事業費　
０円　常任委員会の行政視察の旅費�

※�令和元年台風第19号の災害の復旧・復興の費用に充てるため、
令和2年度の常任委員会の行政視察は行いません。

議会映像配信事業費　
５６４万円

　定例会の映像配信に要する費用

全国市議会議長会参画事業費、ほか7事業
２０７万円

　全国市議会議長会負担金など

計 ３億２，４１７万円

（注）各事業費の1万円未満を四捨五入しているため、実際の数値と異なることがあります。

議　会　費
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議案番号 件　　名　【内　　容】 議決結果

議案第43号 令和2年度佐野市一般会計予算【歳入歳出予算の総額をそれぞれ48,550,000千円
とする】 原案可決 賛成多数

議案第44号 令和2年度佐野市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）予算【歳入歳出予算
の総額をそれぞれ12,263,000千円とする】 原案可決 賛成多数

議案第45号 令和2年度佐野市国民健康保険事業特別会計（直営診療施設勘定）予算
【歳入歳出予算の総額をそれぞれ294,000千円とする】 原案可決 賛成全員

議案第46号 令和2年度佐野市介護保険事業特別会計（保険事業勘定）予算【歳入歳出予算
の総額をそれぞれ11,370,500千円とする】 原案可決 賛成多数

議案第47号 令和2年度佐野市後期高齢者医療特別会計予算【歳入歳出予算の総額を
それぞれ1,441,700千円とする】 原案可決 賛成多数

議案第48号
令和2年度佐野市水道事業会計予算【収益的収入の予定額を2,364,904千円、
収益的支出の予定額を2,208,708千円、資本的収入の予定額を644,309千円、
資本的支出の予定額を1,848,550千円とする】

原案可決 賛成全員

議案第49号
令和2年度佐野市下水道事業会計予算【収益的収入の予定額を4,361,141千円、
収益的支出の予定額を4,010,130千円、資本的収入の予定額を1,483,007千円、
資本的支出の予定額を2,797,707千円とする】

原案可決 賛成全員

予算審査特別委員会に付託された議案と結果

賛否が分かれた議案

議案番号 件　　名

賛
　
　
　
成

反
　
　
　
対

議員名　[議席番号順]
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春
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飯
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弘

高
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功

議案第43号 令和2年度佐野市一般
会計予算 21 2 ○ ○○○○○○○○○○○○○○○××○○○議長○○

議案第44号
令和2年度佐野市国民
健康保険事業特別会計
（事業勘定）予算

21 2 ○ ○○○○○○○○○○○○○○○××○○○議長○○

議案第46号
令和2年度佐野市介護
保険事業特別会計
（保険事業勘定）予算

21 2 ○ ○○○○○○○○○○○○○○○××○○○議長○○

議案第47号
令和2年度佐野市後期
高齢者医療特別会計
予算

21 2 ○ ○○○○○○○○○○○○○○○××○○○議長○○

※○＝賛成、×＝反対�
※春山敏明議長は採決に加わりません。
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（防災・減災対策の強化）
 令和元年１０月の台風第１９号は、気象災害として本市に甚大な被害をもたらした。この被

災経験を踏まえ、全町会での自主防災組織の設置、防災士の増員、地域担当職員制度を活かした
地域と行政の連携強化に努められたい。また、被災状況を記録し、地域住民と情報共有を図ると
ともに、新たな洪水浸水想定区域を追加するハザードマップの更新に当たっては、二次避難や
避難経路を考慮した避難所の見直しをされたい。
　今回の災害においては、必要な情報の伝達不足や遅延に対する被災者の意見が多く聞かれた。令
和２年度からとちぎテレビでのデータ放送を開始する予定であるが、人それぞれ情報媒体が異な
るため、より多くの手段を用い、より多くの市民に行き届くよう情報の伝達強化に努められたい。
　さらに、普通河川については、護岸の復旧・強化、堆積土砂の浚

しゅんせつ
渫などを早期に完了されたい。

また、国・県が管理する一級河川については、河川改修、堤防強化、堆積土砂の浚渫などの早期完
了を要望されたい。

（避難行動要支援者管理システム導入の検討）
 令和元年台風第１９号による被災を経験し、災害発生時においては、高齢者や障がいのある

方などで自ら避難することが困難な方々の安全確保がいかに重要であるか改めて認識したと
ころである。
　そこで、義務付けられているのが避難行動要支援者名簿の作成であり、この名簿は、避難の情
報伝達、避難の支援、安否確認などに活用されることから、最新の情報に更新し、正確な情報提
供に資することが求められる。このようなことから、避難行動要支援者名簿を効率的に作成し、
平常時のデータ更新を容易にするために、避難行動要支援者管理システムの導入に向けた検討
を進められたい。

（義務教育の充実及び学校跡地の利活用）
 令和２年４月にあそ野学園義務教育学校が開校することに伴い、本市においては、施設一体

型の義務教育学校と施設が分離している小中学校が併存することとなる。そこで、義務教育学
校と小中学校を比較検証してそれぞれのメリット・デメリットを把握し、メリットを活かすと
ともに、デメリットに対しては視点を変えてメリット化し、これらを相互に活用することによ
り本市の義務教育の更なる充実を図られたい。
　また、田沼西中学校区の小学校６校が閉校となるが、学校は、地域のコミュニティーとして、
災害発生時には地域の防災拠点として、重要な役割を担っていることから、閉校後の跡地の利
活用については、地域の実情を踏まえ、地域の意向・要望に沿えるよう十分に検討し、速やかに
方針を示されたい。

（新たな産業団地の開発整備）
 急速な少子高齢化による生産年齢人口の減少は、若年層の労働力不足や採用難などの雇用問

題の深刻化を招き、地域経済の衰退に拍車をかけることとなる。
　若年層の流出を抑制するには、身近な場所での安定した雇用の創出が肝要であり、本市の強
みである高速交通の利便性を最大に活用するためにも、新たな産業団地の開発整備に注力され
たい。また、地籍調査は、土地の有効活用を促進する上で効果を発揮するため、新たな産業団地
の開発や企業の進出等が容易となるよう、将来の発展を見据えた調査実施地区の選定を行い、
発展性のある地区から優先的に実施されたい。

令和２年度予算審査要望書
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2月定例会一般質問

越
水
し
て
も
水
の
勢
い
で
侵
食
し
な
い
堤

防
づ
く
り
、
耐
越
水
堤
防
工
法
が
有
効
だ

と
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。
今
回
の
改
修
で
県

に
対
し
、
こ
の
工
法
の
導
入
を
求
め
る
べ
き
だ

と
考
え
る
。
秋
山
川
が
河
川
激
甚
対
策
特
別
緊

急
事
業
で
す
す
め
ら
れ
る
こ
と
で
国
の
補
助
が

55
％
か
ら
70
％
に
か
さ
上
げ
さ
れ
、
15
年
間
の

計
画
が
５
年
間
で
推
進
す
る
と
い
う
が
、
河
川

激
甚
対
策
特
別
緊
急
事
業
で
県
が
ど
の
よ
う
に

改
修
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
か
。

都
市
建
設
部
長

県
の
秋
山
川
河
川
に
つ
い
て
は
、
決
壊
し

た
２
か
所
の
本
復
旧
を
、
越
水
に
耐
え
う
る
工

法
の
一
つ
で
あ
る
※

巻ま
き
て
い堤
で
行
う
と
の
こ
と
で

す
。
ま
た
、
河
川
激
甚
対
策
特
別
緊
急
事
業
の

位
置
づ
け
の
採
択
を
受
け
、
事
業
の
着
手
を
し
、

今
回
決
壊
し
た
場
所
を
含
め
、
延
長
で
約
３
㎞

の
区
間
の
河
川
改
修
の
整
備

と
な
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

平
成
28
年
度
か
ら
５
年
の
事
業
期
間
満
了

後
、
佐
野
市
国
際
ク
リ
ケ
ッ
ト
場
を
起
点

と
し
た
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
展
望
に
つ
い
て
見

解
を
伺
い
た
い
。

市
長

地
方
創
生
推
進
交
付
金
を
活
用
し
て
の
本

事
業
は
、
来
年
度
が
最
終
年
度
と
な
り
ま
す
。

　

交
付
金
事
業
と
し
て
の
最
終
年
度
で
あ
る
令

和
２
年
度
に
、
目
に
見
え
る
形
で
に
ぎ
わ
い
づ

く
り
や
、
仕
事
づ
く
り
の
成
果
を
上
げ
る
こ
と

に
よ
り
、
交
付
金
事
業
終
了
後
の
令
和
３
年
度

以
降
も
ク
リ
ケ
ッ
ト
を
き
っ
か
け
と
し
て
の
世

界
と
つ
な
が
る
可
能
性
を
持
つ
国
内
唯
一
の
自

治
体
と
し
て
、
佐
野
市
へ
の
新
し
い
人
の
流
れ

や
、
新
た
な
仕
事
を
創
出
し
、
佐
野
市
の
稼
ぐ

力
を
高
め
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
成
果
を
市
民

に
還
元
し
、
町
全
体
が
活
気
に
あ
ふ
れ
る
佐
野

市
づ
く
り
に
邁
進
し
ま
す
。

※巻堤とは・・・

堤防全体をコンクリート
やアスファルト等で覆う
こと。

建
設
業
界
、
建
設
関
連
業
界
に
協
力
や
支

援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
官
民
連
携
し
て

魅
力
あ
る
安
全
で
安
心
な
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
む
た
め
に
は
、
業
界
へ
の
安
定
的

な
事
業
の
供
給
が
必
要
と
な
る
。
発
注
時
期
の

平
準
化
等
を
含
め
、
官
民
連
携
の
在
り
方
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
、
取
り
組
む
か
伺
い
た

い
。

都
市
建
設
部
長

建
設
業
界
や
そ
の
関
連
業
界
は
、
地
域
の

イ
ン
フ
ラ
整
備
維
持
の
担
い
手
で
あ
り
、
地
域

社
会
の
安
全
、
安
心
の
確
保
を
担
い
、
ま
た
地

域
雇
用
の
支
え
に
な
っ
て
い
ま
す
。
台
風
第
19

号
の
災
害
時
は
、
応
急
復
旧
な
ど
迅
速
な
対
応

を
し
て
い
た
だ
き
、
市
民
生
活
の
安
全
確
保
を

担
う
な
ど
地
域
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
で

す
。
建
設
業
界
や
そ
の
関
連
業
界
に
年
間
を
通

じ
て
仕
事
量
の
変
動
を
少
な
く
し
、
雇
用
の
安

定
化
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
早
期
発
注
や
適
正
な

工
期
設
定
、
ま
た
計
画
的
な
設
計
、
積
算
、
他

の
工
事
と
の
発
注
時
期

の
調
整
な
ど
を
図
り
、

工
事
の
平
準
化
に
努
め

た
い
と
考
え
ま
す
。

飯
田
　
昌
弘 

議
員（
蒼
生
会
）

横
田
　
誠 

議
員（
新
風
）

岡
村
　
恵
子 

議
員（
日
本
共
産
党
議
員
団
）

安
全
で
安
心
な
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す

イ
ン
フ
ラ
整
備
に
つ
い
て

ク
リ
ケ
ッ
ト
タ
ウ
ン
佐
野

創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

２
度
と
災
害
を
お
こ
さ
な
い

河
川
の
復
旧
・
改
修
と
被
災
者

支
援
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

☆ 

高
齢
者
福
祉
対
策
と

し
て
の
フ
レ
イ
ル
対

応
に
つ
い
て

☆ 

保
険
者
努
力
支
援
制

度
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

☆ 

災
害
対
策
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

☆ 

公
立
の
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
の
14
か
所
の

民
営
化
に
つ
い
て

☆ 

多
胎
児
育
児
の
支
援

に
つ
い
て
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2月定例会一般質問

復
旧
工
事
等
は
、
入
札
参
加
申
請
し
た
事
業

者
の
み
が
行
っ
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
今
回

の
災
害
に
お
け
る
復
旧
工
事
は
大
規
模
災
害
に

集
中
し
、
中
規
模
、
小
規
模
、
重
機
を
必
要
と
す

る
災
害
復
旧
が
遅
れ
た
よ
う
に
感
じ
る
。資
格
を

持
つ
個
人
事
業
主
や
小
規
模
事
業
者
等
が
簡
単

な
登
録
制
度
に
登
録
し
、
有
資
格
者
に
よ
る
有

償
、実
費
弁
償
を
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
を
提

案
す
る
が
、
当
局
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

行
政
経
営
部
長

ご
提
案
の
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
は
、
復

旧
に
向
け
て
加
速
化
が
期
待
で
き
、大
変
有
用
と

考
え
ら
れ
ま
す
。私
有
地
に
お
け
る
復
旧
活
動
で

の
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
用
に
つ
い
て
は
大

変
有
効
で
あ
り
、被
災
者
支
援
の
一
助
と
な
る
と

考
え
ま
す
。
今
後
は
、他
自
治
体
の
状
況
を
調
査

す
る
と
と
も
に
、
関
係
部
局
と
協
議
す
る
な
ど
、

総
合
的
に
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

未
曽
有
の
災
害
に
直
面
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
励
む
中
で
、
共
助
の
大
切
さ
を
身

に
染
み
て
感
じ
た
。

　

防
災
の
基
本
は
自
助
・
共
助
だ
と
よ
く
言
わ

れ
る
が
、
現
実
は
自
助
が
で
き
な
い
方
も
い
て
、

災
害
を
契
機
と
し
た
共
助
へ
の
方
向
転
換
が
求

め
ら
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

　

支
え
合
い
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め

に
は
、
企
業
、
民
間
施
設
、
市
民
、
行
政
が
協

力
し
合
う
必
要
が
あ
り
、
そ
の
動
機
づ
け
の
拠

り
所
と
な
る
共
通
理
念
と
し
て
、（
仮
称
）支
え
合

い
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
を
制
定
す
べ
き
で
は
。

行
政
経
営
部
長

市
民
、
事
業
所
、
町
会
、
自
主
防
災
組
織
及

び
市
の
取
り
組
み
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ

り
、災
害
に
強
い
支
え
合
い
の
ま
ち
づ
く
り
を
実

現
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

自
治
基
本
条
例
と
の
整

合
性
や
先
進
事
例
を
参
考

に
検
討
を
始
め
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
更
新
と
旗
川
沿
い
の
浸
水

想
定
区
域
を
新
た
に
加
え
た
マ
ッ
プ
を
７
月
ま

で
に
市
内
全
戸
に
配
布
す
る
と
聞
い
た
が
、
地
域
ご

と
の
避
難
場
所
の
話
合
い
や
高
齢
者
な
ど
、
避
難
誘

導
は
誰
が
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
な
ど
の
地
域
と
の

連
携
は
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
伺
い
た
い
。

行
政
経
営
部
長

昨
年
の
12
月
中
旬
か
ら
今
年
の
２
月
中
旬

に
か
け
て
、
市
内
20
地
区
で
町
会
や
自
主
防
災

組
織
の
役
員
の
方
な
ど
と
意
見
交
換
会
を
開
催

し
ま
し
た
。　

　

避
難
所
や
要
配
慮
者
の
避
難
の
在
り
方
に
つ

い
て
は
、
町
会
役
員
が
要
配
慮
者
全
員
に
連
絡

し
ま
し
た
。

　

今
後
も
町
会
長
や
自
主
防
災
組
織
が
開
催
す

る
防
災
講
話
や
防
災
訓
練
な
ど
を
通
し
、
ま
た

台
風
対
応
の
事
例
を
踏
ま
え
、
各
地
域
に
即
し

た
避
難
の
在
り
方
に
つ
い
て
引
き
続
き
周
知
を

図
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

ハザード
マップ

鈴
木
　
靖
宏 

議
員（
蒼
生
会
）

菅
原
　
達 

議
員（
公
明
党
議
員
会
）

亀
山
　
春
夫 

議
員（
政
友
み
ら
い
）

（
仮
称
）
有
償
復
旧
復
興

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
制
度

創
設
に
つ
い
て

災
害
を
契
機
と
し
た

『
支
え
合
い
の
ま
ち
づ
く
り
』

の
推
進
に
つ
い
て

今
後
の
防
災
・
減
災
対
策

に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

☆ 

市
内
排
水
機
場
に
つ

い
て

☆ 

防
災
協
力
農
地
制
度

に
つ
い
て

☆ 

気
象
警
報
・
注
意
報
に

つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

☆ 

命
を
守
る
治
水
に
つ

い
て

そ
の
他
の
質
問

☆ 

作
原
沢そ

う
り入
線
観
光
開

発
に
つ
い
て

☆ 

台
風
第
19
号
被
害
の

早
期
復
旧
に
つ
い
て
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太
陽
光
発
電
設
備
の
規
制
に
つ
い
て
、
佐

野
市
自
然
環
境
等
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

発
電
設
備
設
置
事
業
と
の
調
和
条
例
で
は
、�

500
㎡
以
上
に
関
し
て
は
届
出
の
提
出
が
必
要
と

あ
る
が
、
500
㎡
未
満
で
も
発
電
設
備
を
把
握
で

き
る
よ
う
対
象
を
下
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
伺

い
た
い
。

市
民
生
活
部
長

安
定
的
に
発
電
を
行
う
こ
と
や
、
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
等
の
た
め
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
間
や
フ
ェ

ン
ス
等
の
間
に
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
る
た
め
、
低

圧
の
事
業
で
も
500
㎡
以
上
の
面
積
が
必
要
と
な

る
こ
と
が
多
く
、
条
例
に
基
づ
き
提
出
さ
れ
た

届
出
の
ほ
と
ん
ど
を
低
圧
の
事
業
が
占
め
る
状

況
で
す
。

　

ま
た
、
太
陽
光
発
電
事
業
は
、
発
電
出
力
が

50 

kw
を
僅
か
に
下
回
る
よ
う
設
定
し
た
計
画
が

多
い
と
考
え
ま
す
。
届
出
対
象
を
500
㎡
未
満
と

し
て
も
、
新
た
に
届
出
対
象
と
な
る
設
置
事
業

の
件
数
は
少
な
い
と
推
測
で
き

る
た
め
、
当
面
は
現
行
の
制
度

で
運
用
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

天
明
鋳
物
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
本

市
に
と
っ
て
、
天
明
鋳
物
の
商
標
登
録
は

不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の
対
応
が
急
務
で
あ
る
。

商
標
登
録
の
必
要
性
と
取
り
組
み
へ
の
思
い
を

伺
い
た
い
。

産
業
文
化
部
長

天
明
鋳
物
を
商
標
登
録
す
る
こ
と
は
、
ブ

ラ
ン
ド
力
を
高
め
、
鋳
物
事
業
者
に
と
っ
て
も

有
益
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

ご
指
摘
の
と
お
り
、
天
明
鋳
物
の
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
上
で
鋳
物
事
業
者
の
活
動
を
守
る

た
め
に
も
、
商
標
登
録
は
不
可
欠
で
あ
り
、
市

と
し
て
支
援
す
べ
き
喫
緊
の
課
題
と
捉
え
て
い

ま
す
。

　

行
政
が
出
願
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

ま
ず
は
特
許
庁
の
出
張
説
明
会
を
要
請
し
、
関

係
者
が
商
標
登
録
に
つ
い

て
の
共
通
認
識
を
持
つ
こ

と
か
ら
、
登
録
に
向
け
て

の
具
体
的
な
取
り
組
み
を

進
め
、
早
期
実
現
を
目
指

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

市
の
組
織
と
し
て
危
機
管
理
体
制
を
強
化

す
る
た
め
、
そ
し
て
関
係
機
関
と
の
連
携

を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
た
め
に
、
外
部
か
ら
の

危
機
管
理
に
精
通
し
た
人
材
を
招し

ょ
う
へ
い聘
し
た
い
と

考
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
そ
の
内
容
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

市
長

危
機
管
理
に
精
通
し
た
人
材
と
し
て
は
、

災
害
対
策
な
ど
の
危
機
対
応
に
専
任
す
る
こ
と

が
で
き
る
方
、
防
災
及
び
災
害
等
に
対
す
る
知

識
と
経
験
、
そ
し
て
技
能
を
兼
ね
備
え
た
方
を

外
部
か
ら
招
聘
し
て
、
本
市
の
危
機
管
理
能
力

を
高
め
た
い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
職

名
は
危
機
管
理
監
と
し
ま
し
て
、
有
事
に
お
い

て
は
強
い
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
の
下
、
迅
速

か
つ
的
確
に
対
応
し

て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

▲ 天明鋳物

木
村
　
久
雄 

議
員（
公
明
党
議
員
会
）

本
郷
　
淳
一 

議
員（
公
明
党
議
員
会
）

川
嶋
　
嘉
一 

議
員（
政
友
み
ら
い
）

環
境
政
策
に
つ
い
て

天
明
鋳
物
の
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て

今
後
の
防
災
体
制
の
充
実
等

に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

☆ 

健
康
福
祉
政
策
に
つ

い
て

そ
の
他
の
質
問

☆ 

台
風
第
19
号
の
復
旧
・

復
興
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

☆ 

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育

シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
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佐
野
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
は
デ
ー
タ
放
送

で
秋
山
川
河
川
の
水
位
計
と
大
橋
の
ラ
イ

ブ
映
像
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
発
災
当

時
、
水
位
計
は
故
障
し
、
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
の
映

像
は
表
示
さ
れ
な
い
状
態
だ
っ
た
と
伺
っ
た
。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
と
連
携
し
て
情
報
を
是
正

す
る
と
い
っ
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く
べ

き
だ
が
、
当
局
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

行
政
経
営
部
長

水
位
計
の
故
障
に
よ
り
正
確
な
水
位
の
状

況
が
表
示
さ
れ
な
い
こ
と
は
把
握
し
て
い
ま

し
た
が
、
是
正
す

る
な
ど
の
対
応
が

で
き
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。今
後
は
、

協
定
に
基
づ
い
て

適
切
な
連
携
を
図

り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

現
在
国
内
で
は
極
端
な
マ
ス
ク
不
足
が
発

生
し
て
お
り
、
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
な
ど
で

品
切
れ
と
な
っ
て
い
る
。
ま
れ
に
入
荷
し
て
も

す
ぐ
に
売
り
切
れ
て
し
ま
う
状
況
で
あ
る
。
ま

た
、
ネ
ッ
ト
で
は
か
な
り
高
額
で
転
売
を
さ
れ

て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
本
市
で
の
マ
ス
ク

備
蓄
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

健
康
医
療
部
長

マ
ス
ク
に
つ
い
て
は
、
国
内
の
メ
ー
カ
ー

に
お
い
て
フ
ル
稼
働
に
よ
り
増
産
し
て
い
る
と

の
報
道
が
あ
り
ま
し
た
が
、
議
員
ご
指
摘
の
と

お
り
、
今
日
に
お
い
て
も
マ
ス
ク
や
消
毒
液
は

不
足
し
て
い
る
状
況
で
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況

の
中
、
市
が
保
有
す
る
マ
ス
ク
に
つ
い
て
は
、

医
療
機
関
や
教
育
機

関
な
ど
か
ら
の
要
請

が
あ
っ
た
場
合
に
は

優
先
的
に
拠
出
し
、

活
用
を
図
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

17
か
所
の
取
水
堰ぜ

き

が
被
害
を
受
け
、
今
後

復
旧
復
興
に
大
変
な
状
況
で
あ
る
が
、
農

地
の
復
旧
方
法
と
時
期
等
を
具
体
的
に
伺
い

た
い
。産業

文
化
部
長

農
地
等
の
復
旧
方
法
で
す
が
、
農
地
は
も

と
の
表
土
の
と
こ
ろ
ま
で
堆
積
土
砂
の
す
き
と

り
を
行
い
、
そ
の
後
耕
起
を
実
施
し
、
耕
作
可

能
な
状
態
に
す
る
計
画
で
す
。
ま
た
、
流
水
等

に
よ
り
表
土
が
流
出
し
た
農
地
は
、
堆
積
土
砂

の
撤
去
後
、
耕
作
土
を
盛
土
す
る
計
画
で
す
。

　

復
旧
の
時
期
で
す
が
、
今
年
の
作
付
に
間
に

合
う
よ
う
に
復
旧
工
事
発
注
等
の
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
が
、
時
期
を
確
約
で
き
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
近
接
す
る
河
川
が
甚
大
な
被
害

を
受
け
て
い
る
箇
所
は
、
河
川
の
堤
防
築
堤
工

事
等
が
終
わ
ら
な
い
と
復
旧
が
難
し
い
の
で
、

復
旧
工
事
は
今
年
の
秋
以
降
に
な
る
予
定
で
す
。

早
川
　
貴
光 

議
員

慶
野
　
常
夫 

議
員（
政
友
み
ら
い
）

高
橋
　
功 

議
員（
蒼
生
会
）

災
害
対
応
に
お
け
る
今
後
の

体
制
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
と
高
齢
者
の
予
防
接
種
の

現
状
と
今
後
に
つ
い
て

農
地
の
復
旧
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

☆ 

Ｕ
Ｄ
フ
ォ
ン
ト
の
活
用

状
況
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

☆ 

台
風
第
19
号
に
よ
る
被

災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
に

つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

☆ 

災
害
廃
棄
物
の
処
理
状

況
に
つ
い
て

☆
林
業
被
害
に
つ
い
て

☆ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
活

動
に
つ
い
て

☆ 

大
規
模
災
害
に
対
応
し

た
今
後
の
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て

議会からこんにちは　2020.5.1 パソコン、タブレット、スマートフォンで会議録をご覧になれます 佐野市議会会議録9



2月定例会一般質問

４
月
か
ら
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
本
格
導
入
と

い
う
こ
と
だ
が
、
登
録
、
乗
降
方
法
な
ど
、

市
民
に
分
か
り
や
す
く
周
知
徹
底
さ
れ
る
べ
き

と
考
え
る
。
当
局
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

市
民
生
活
部
長

デ
マ
ン
ド
交
通
は
、
こ
れ
ま
で
の
路
線
運

行
の
利
用
方
法
と
異
な
り
、
事
前
の
登
録
と
予

約
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、

事
前
に
登
録
と
予
約
が
な
い
場
合
、
利
用
し
た

い
と
き
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

本
市
と
し
て
も
、
登
録
、
乗
降
方
法
の
周
知
は

大
変
重
要
な
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
広
報
紙
や
回
覧
な
ど
に
よ
る
周
知

に
加
え
、
町
会
の
会
議
や
高
齢
者
の
集
ま
り
な

ど
に
職
員
が
出
向

き
、
利
用
方
法
に
つ

い
て
の
丁
寧
な
説
明

を
行
い
、
周
知
を
図

り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

変
形
労
働
時
間
制
と
い
う
の
は
、
公
立
学

校
の
場
合
、
繁
忙
期
の
振
替
を
夏
休
み
に

ま
と
め
る
よ
う
に
す
る
の
が
基
本
で
あ
る
。
し

か
し
、
教
員
に
と
っ
て
本
当
に
夏
休
み
と
い
う

の
は
閑
散
期
な
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
疑
問
が
あ

る
。
夏
季
休
暇
の
先
生
方
の
勤
務
実
態
と
い
う

の
は
、
ど
の
よ
う
な
形
の
勤
務
に
な
っ
て
い
る

の
か
。教

育
長

夏
期
休
業
期
間
中
の
勤
務
形
態
は
、
通
常

ど
お
り
７
時
間
45
分
と
な
っ
て
い
ま
す
。
児
童

生
徒
の
登
校
は
な
い
も
の
の
、
資
質
向
上
の
た

め
の
研
修
会
あ
る
い
は
家
庭
訪
問
、
教
育
相
談
、

個
別
の
学
習
指
導
、
職
員
会
議
、
プ
ー
ル
指
導
、

部
活
動
指
導
等
々
を
行

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

そ
れ
ゆ
え
、
教
職
員
に

と
っ
て
、
夏
季
休
業
期

間
中
に
お
け
る
閑
散
期

は
存
在
し
な
い
も
の
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

と
も
に
活
動
す
る
交
流
及
び
共
同
学
習
は
、

障
が
い
の
あ
る
子
供
に
と
っ
て
も
障
が
い

の
な
い
子
供
に
と
っ
て
も
、
経
験
を
深
め
、
社

会
性
を
養
い
、
豊
か
な
人
間
性
を
育
む
と
と
も

に
、
互
い
を
尊
重
し
合
う
大
切
な
学
ぶ
機
会
と

な
る
。
交
流
授
業
等
で
は
35
名
を
超
え
る
人
数

で
行
う
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
き
め
細
や
か
な
対
応

を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
対
応
策
と
し
て
補
助
員

を
２
名
に
す
る
提
案
を
し
た
い
が
、
見
解
を
伺

い
た
い
。

教
育
長

特
に
小
学
校
低
学
年
に
お
い
て
、
35
名
を

超
え
る
児
童
生
徒
の
ク
ラ
ス
に
補
助
員
と
し
て

２
名
を
配
置
す
る
こ
と
は
、
児
童
生
徒
一
人
ひ

と
り
の
学
習
活
動
の
充
実
、
教
師
の
き
め
細
や

か
な
指
導
の
実
現
と
い
う
点
か
ら
大
変
重
要
な

こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
必
要
人
数
の
確

保
な
ど
、
さ
ら
な
る
人

的
環
境
の
整
備
に
向

け
、
県
の
教
育
委
員
会

に
も
要
望
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

小
倉
　
健
一 

議
員

鶴
見
　
義
明 

議
員（
日
本
共
産
党
議
員
団
）

横
井
　
帝
之 

議
員（
新
風
）

デ
マ
ン
ド
交
通（
バ
ス
）事
業

に
つ
い
て

教
育
行
政
に
つ
い
て

児
童
・
生
徒
の
学
習
環
境

に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

☆ 

災
害
対
応
に
つ
い
て

☆ 

小
中
一
貫
校
整
備
計

画
に
よ
る
環
境
の
変

化
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

☆ 

台
風
第
19
号
災
害
に

つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

☆ 

佐
野
市
立
小
中
学
校

適
正
規
模
・
適
正
配
置

基
本
計
画（
後
期
計

画
）に
つ
い
て

☆ 

佐
野
市
こ
ど
も
ク
ラ
ブ

運
営
委
託
に
つ
い
て

☆ 

台
風
第
19
号
に
係
る

商
工
業
へ
の
支
援
に

つ
い
て

▲ ４月２日に運行を開始した、デマンド交通
　 「フルーツ吾妻線」の車両
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2月定例会一般質問

地
方
公
務
員
法
の
改
正
に
よ
り
町
会
長
と

環
境
衛
生
委
員
は
ど
の
よ
う
に
な
る
か
。

行
政
経
営
部
長

町
会
長
や
環
境
衛
生
委
員
は
私
人
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
同
様
、
市
の

事
業
に
ご
協
力
頂
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
お
詫
び

　
私
の
一
般
質
問「
二
つ
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
」の
中
で
、私
の
認
識
不
足
に
よ
り
事
実
に
反

す
る
発
言
を
行
い
批
判
し
た
こ
と
に
よ
り
、日
本
ク
リ

ケ
ッ
ト
協
会
並
び
に
佐
野
駅
南
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
、そ
し
て
関
係
者
の
皆
様
方
に
多
大
な
ご
迷
惑
と

不
愉
快
な
思
い
を
抱
か
せ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
心
よ

り
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、佐
野
市
が
進
め
て
い
る
ク
リ
ケ
ッ
ト
を
活
用

し
た
地
方
創
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、重
要
な
事
業
で
あ

り
、日
本
ク
リ
ケ
ッ
ト
協
会
に
は
全
面
的
に
ご
協
力
を

頂
い
て
い
る
こ
と
を
認
識
い
た
し
ま
し
た
。
　

　
さ
ら
に
、災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
に
つ
い
て
も

認
識
不
足
が
あ
り
、個
人
名
を
お
出
し
し
て
し
ま
い
誠

に
申
し
訳
な
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
深
く
反
省
し
、お

詫
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、災
害
復
旧
に
あ
た

り
、関
係
者
の
皆
様
に
は
、広
く
佐
野
市
の
復
旧
に
ご

貢
献
頂
き
ま
し
た
こ
と
を
感
謝
申
し
上
げ
、お
詫
び
と

致
し
ま
す
。

旗
川
河
川
越
水
対
策
と
河
川
改
修
に
向
け

た
進
捗
状
況
に
対
す
る
市
の
認
識
を
伺
い

た
い
。都

市
建
設
部
長

１
級
河
川
旗
川
を
管
理
し
て
い
る
栃
木
県

に
越
水
対
策
と
河
川
改
修
の
進
捗
状
況
に
つ
い

て
確
認
し
ま
し
た
。

　

越
水
対
策
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
堆
積
土
砂

を
撤
去
す
る
し
ゅ
ん
せ
つ
工
事
及
び
護
岸
の
復

旧
工
事
な
ど
の
早
期
完
成
に
向
け
て
、
現
地
調

査
や
河
川
内
の
土
地
所
有
者
と
の
交
渉
な
ど
を

行
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
河
川
改
修
計
画

に
つ
い
て
は
、
地
元

住
民
の
声
を
聞
き
な

が
ら
、
河
川
を
管
理

し
て
い
る
国
や
栃
木

県
と
調
整
を
図
り
た

い
と
考
え
て
い
ま

す
。

閉
校
に
な
る
各
学
校
の
学
校
施
設
個
別
の

活
用
方
針
の
策
定
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

総
合
政
策
部
長

閉
校
後
の
跡
地
活
用
の
方
向
性
を
区
分
し
、

そ
の
区
分
ご
と
に
活
用
方
針
を
定
め
、
適
合
す

る
施
設
を
選
定
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

方
針
の
対
象
施
設
は
、
合
計
12
校
で
、
跡
地

活
用
の
方
向
性
は
、「
佐
野
市
学
校
跡
地
等
活
用

に
あ
た
っ
て
の
基
本
方
針
」に
定
め
る
公
共
施
設

と
し
て
の
活
用
、
民
間
等
施
設
と
し
て
の
活
用

の
ほ
か
、
小
さ
な
拠
点
づ
く
り
と
し
て
の
活
用

を
加
え
た
３
つ
に
区
分
し
ま
す
。

　

公
共
施
設
と
し
て
の
活
用
で
は
、
義
務
教
育

学
校
の
周
辺
に
位
置
す
る
施
設
を
バ
ッ
ク
ヤ
ー

ド
と
し
て
活
用
し
、
小
さ
な
拠
点
づ
く
り
と
し

て
の
活
用
で
は
、
山
間
地
域
の
集
落
生
活
圏
に

必
要
な
生
活
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
す
る
拠
点
の
形

成
、
民
間
等
施
設
と
し
て
の
活
用
で
は
、
民
間

事
業
者
等
か
ら
地
域
活

性
化
に
つ
な
が
る
活
用

方
策
を
公
募
し
、
施
設

の
売
却
ま
た
は
貸
付
け

を
考
え
て
い
ま
す
。

金
子
　
保
利 

議
員

田
所
　
良
夫 

議
員（
新
風
）

久
保
　
貴
洋 

議
員（
蒼
生
会
）

地
方
公
務
員
法
と
地
方
自
治
法

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

台
風
第
19
号
に
よ
る
災
害

の
復
旧
復
興
に
つ
い
て

あ
そ
野
学
園
義
務
教
育
学
校

開
校
に
伴
い
閉
校
に
な
る

学
校
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

☆ 

佐
野
市
の
防
災
、減
災
の
対
応
と
取
組
み
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

☆ 

地
方
創
生
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

☆ 

あ
そ
野
学
園
義
務
教

育
学
校
開
校
に
つ
い
て

☆ 

有
害
鳥
獣
被
害
対
策

に
つ
い
て

☆ 

県
道
整
備
に
合
わ
せ

た
市
道
整
備
に
よ
る

地
域
の
安
全
確
保
に

つ
い
て

議会からこんにちは　2020.5.1 パソコン、タブレット、スマートフォンで会議録をご覧になれます 佐野市議会会議録11



　2月定例会は、2月28日（金）から3月23日（月）までの25日間の日程で行われました。審議された議案等
とその結果は次のとおりです。令和2年度予算に係る議案は、4ページをご覧ください。

令和２年２月定例会　審議された議案等と結果

議案番号等 件　　名　【内　　容】 議決結果

議員案第1号 佐野市議会政務活動費の交付に関する条例の改正について（15ページに記載） 原案可決 賛成全員

議員案第2号 佐野市議会委員会条例の改正について（15ページに記載） 原案可決 賛成全員

報告第�1�号 市長の専決処分事項報告について【令和元年10月14日に発生した車両損傷
事故についての損害賠償の額の決定及び和解】 報告 ―

報告第�2�号 市長の専決処分事項報告について【令和元年10月23日に発生した車両損傷
事故についての損害賠償の額の決定及び和解】 報告 ―

報告第�3�号 市長の専決処分事項報告について【令和2年1月15日に発生した物損事故に
ついての損害賠償の額の決定及び和解】 報告 ―

議案第�1�号 市長の専決処分事項承認について【所有権移転登記手続請求調停事件に関
する裁判所の調停案の受諾】 承認 賛成全員

議案第�2�号 教育長の任命について【岩上日出男氏の任期満了により後任者に津布久貞
夫氏を任命】 任命同意 賛成全員

議案第3号 教育委員会委員の任命について【内田圭子氏の任期満了により後任者に同
氏を任命】 任命同意 賛成全員

議案第4号
教育委員会委員の任命について【笹川敏男氏の任期満了により後任者に
川
かわぞえ

副 令
れい

氏を任命】
任命同意 賛成全員

議案第5号 公平委員会委員の選任について【青田 裕
ひろし

氏の任期満了により後任者に同氏
を選任】 選任同意 賛成全員

議案第�6�号 固定資産評価審査委員会委員の選任について【田澤知行氏の任期満了によ
り後任者に同氏を選任】 選任同意 賛成全員

議案第�7�号 固定資産評価審査委員会委員の選任について【大橋國男氏の任期満了によ
り後任者に同氏を選任】 選任同意 賛成全員

議案第�8�号 固定資産評価審査委員会委員の選任について【栗原典子氏の任期満了によ
り後任者に同氏を選任】 選任同意 賛成全員

議案第�9�号 固定資産評価審査委員会委員の選任について【福田文子氏の任期満了によ
り後任者に同氏を選任】 選任同意 賛成全員

議案第10号
地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例
の整備について【地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施
行に伴い、所要の規定を整備するための関係する条例の改正】

原案可決 賛成全員

議案第11号 佐野市部及び行政機関等設置条例等の改正について【組織機構の再編を実
施するための改正】 原案可決 賛成全員

議案第12号 佐野市印鑑条例の改正について【成年被後見人の印鑑登録について所要の
規定を整備するための改正】 原案可決 賛成全員

議案第13号
佐野市立あそ野学園義務教育学校の開校に伴う関係条例の整備について

【佐野市立あそ野学園義務教育学校の開校に伴い、所要の規定を整備する
ための関係する条例の改正】

原案可決 賛成全員

議案第14号
佐野市固定資産評価審査委員会条例の改正について【行政手続等における
情報通信の技術の利用に関する法律の改正に伴い、所要の規定を整備する
ための改正】

原案可決 賛成全員
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議案番号等 件　　名　【内　　容】 議決結果

議案第15号 佐野市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償等に関する条例の
改正について【学校運営協議会を設置するための改正】 原案可決 賛成全員

議案第16号
佐野市長等の給与及び旅費に関する条例及び佐野市議会の議員の議員報酬
及び費用弁償等に関する条例の改正について【市長、副市長及び議会の議
員の令和元年12月以降に支給する期末手当の支給率を改めるための関係す
る条例の改正】

原案可決 賛成多数

議案第17号
佐野市職員の給与に関する条例及び佐野市一般職の任期付職員の採用及び
給与の特例に関する条例の改正について【給料表、勤勉手当の支給率等を
改め、及び災害派遣手当を支給するための関係する条例の改正】

原案可決 賛成全員

議案第18号
佐野市手数料条例の改正について【住民基本台帳法、行政手続における特
定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律及び建築物のエネル
ギー消費性能の向上に関する法律の改正に伴い、関係する手数料を改める
ための改正】

原案可決 賛成全員

議案第19号 佐野市教育に関する事務の職務権限の特例に関する条例の改正について
【組織機構の再編を実施するための改正】 原案可決 賛成全員

議案第20号 佐野市立学校設置条例等の一部を改正する条例の改正について【佐野市立
葛生義務教育学校の設置の日を変更するための改正】 原案可決 賛成全員

議案第21号
佐野市災害弔慰金の支給等に関する条例の改正について【災害弔慰金の支
給等に関する法律及び災害弔慰金の支給等に関する法律施行令の改正等に
伴い、所要の規定を整備するための改正】

原案可決 賛成全員

議案第22号 佐野市保育所条例の改正について【佐野市堀米保育園を廃止するための改正】 原案可決 賛成全員

議案第23号 佐野市こどもクラブ条例の改正について【こどもクラブを設置し、及び廃
止し、並びに所要の規定を整備するための改正】 原案可決 賛成全員

議案第24号 佐野市敬老祝金条例の改正について【祝金の対象者を改めるための改正】 原案可決 賛成多数

議案第25号
佐野市建築物等の適切な管理による生活環境の保全に関する条例の制定に
ついて【建築物等の管理不良状態の発生を防止し、及び解消するための措
置等について必要な事項を定めるための制定】

原案可決 賛成全員

議案第26号
佐野市足利佐野都市計画事業駅南公園西土地区画整理事業施行条例の改正
について【土地区画整理法施行令の改正に伴い、清算金の分割徴収に係る
利率を改めるための改正】

原案可決 賛成全員

議案第27号
佐野市都市公園条例の改正について【佐野市運動公園テニスコートの夜間
照明の設置に伴い、利用時間及び利用料金を改め、並びに所要の規定を整
備するための改正】

原案可決 賛成全員

議案第28号
佐野市営住宅条例等の改正について【市営住宅、再開発住宅及び特定公共
賃貸住宅の入居者の資格及び連帯保証人の要件を改め、並びに所要の規定
を整備するための改正】

原案可決 賛成全員

議案第29号
佐野市水道事業企業職員及び下水道事業企業職員の給与の種類及び基準に
関する条例の改正について【佐野市職員の給与に関する条例の改正に伴い、
所要の規定を整備するための改正】

原案可決 賛成全員

議案第30号
白岩・作原辺地総合整備計画の策定について【辺地に係る公共的施設の総合
整備のための財政上の特別措置等に関する法律による、白岩・作原辺地に
係る公共的施設の整備を図るための、白岩・作原辺地総合整備計画の策定】

原案可決 賛成全員

議案第31号
飛駒辺地総合整備計画の策定について【辺地に係る公共的施設の総合整備
のための財政上の特別措置等に関する法律による、飛駒辺地に係る公共的
施設の整備を図るための、飛駒辺地総合整備計画の策定】

原案可決 賛成全員

議案第32号 秋山辺地総合整備計画の変更について【秋山辺地総合整備計画の変更】 原案可決 賛成全員

議案第33号 令和元年度佐野市一般会計補正予算（第9号）【歳入歳出予算の総額にそれぞ
れ144,449千円を追加、繰越明許費の補正、地方債の補正】 原案可決 賛成全員
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議案番号等 件　　名　【内　　容】 議決結果

議案第34号
令和元年度佐野市一般会計補正予算（第10号）【歳入歳出予算の総額からそ
れぞれ55,465千円を減額、継続費の補正、繰越明許費の補正、債務負担行
為の補正、地方債の補正】

原案可決 賛成全員

議案第35号 令和元年度佐野市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）補正予算（第3号）
【歳入歳出予算の総額にそれぞれ72,882千円を追加】 原案可決 賛成全員

議案第36号 令和元年度佐野市国民健康保険事業特別会計（直営診療施設勘定）補正予算
（第3号）【歳入歳出予算の総額にそれぞれ203千円を追加】 原案可決 賛成全員

議案第37号 令和元年度佐野市公共下水道事業特別会計補正予算（第3号）【歳入歳出予算
の総額からそれぞれ18,766千円を減額、繰越明許費の補正、地方債の補正】 原案可決 賛成全員

議案第38号 令和元年度佐野市農業集落排水事業特別会計補正予算（第3号）【歳入歳出予
算の総額にそれぞれ33千円を追加】 原案可決 賛成全員

議案第39号 令和元年度佐野市自家用有償バス事業特別会計補正予算（第1号）【歳入歳出
予算の総額からそれぞれ24千円を減額】 原案可決 賛成全員

議案第40号 令和元年度佐野市介護保険事業特別会計（保険事業勘定）補正予算（第4号）
【歳入歳出予算の総額にそれぞれ980千円を追加】 原案可決 賛成全員

議案第41号 令和元年度佐野市後期高齢者医療特別会計補正予算（第3号）【歳入歳出予算
の総額からそれぞれ3,603千円を減額】 原案可決 賛成全員

議案第42号 令和元年度佐野市水道事業会計補正予算（第2号）【収益的収入の予定額に
316千円を追加、収益的支出の予定額から98千円を減額など】 原案可決 賛成全員

議案第50号 令和元年度佐野市一般会計補正予算（第11号）【歳入歳出予算の総額からそ
れぞれ3,298,110千円を減額、繰越明許費の補正、地方債の補正】 原案可決 賛成全員

議案第51号 令和2年度佐野市一般会計補正予算（第1号）【歳入歳出予算の総額にそれぞ
れ286,441千円を追加、地方債の補正】 原案可決 賛成全員

請願第�1�号 市立学校の教育条件を維持・発展させるため、学校事務職員配置と用務員
の現行勤務時間の継続に関する請願（15ページに記載） 不採択 賛成少数

賛否が分かれた議案等

議案番号等 件　　名

賛
　
　
　
成

反
　
　
　
対

議員名　[議席番号順 ]
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24
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嶋
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春

山

敏

明

飯

田

昌

弘

高

橋　
　

功

議案第16号

佐野市長等の給与及び
旅費に関する条例及び
佐野市議会の議員の議
員報酬及び費用弁償等
に関する条例の改正に
ついて

20 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○議長○ ○

議案第24号 佐野市敬老祝金条例の
改正について 21 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○議長○ ○

請願第1号

市立学校の教育条件を
維持・発展させるため、
学校事務職員配置と
用務員の現行勤務時間
の継続に関する請願

2 21 × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ × × × 議長 × ×

※○＝賛成または採択、×＝反対または不採択 
※春山敏明議長は採決に加わりません。
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佐野市議会政務活動費の交付に関する条例の改正について

市立学校の教育条件を維持・発展させるため、学校事務職員
配置と用務員の現行勤務時間の継続に関する請願

佐野市議会委員会条例の改正について

議員案第１号

請願第１号

議員案第２号

▼提出者
　　山菅直己議員
▼賛成者
　　横井帝之議員、鶴見義明議員、若田部治彦議員、飯田昌弘議員
▼条例改正の理由
　 　政務活動費の交付を受けた議員が死亡した場合の政務活動費に係る収支報告書等の提出

及び返還について定め、並びに所要の規定を整備するため。
▼審議結果
　　常任委員会への付託を省略し、議員全員の賛成により可決されました。

▼請願人
　　全栃木教職員組合　執行委員長　粂川祥一
▼紹介議員
　　鶴見義明議員、岡村恵子議員
▼請願の要旨
　 　臨時採用の事務職員の配置と用務員の現行勤務時間を来年度以降も継続させて、市立学校の教育

条件を維持・発展させること。
▼審査・審議結果
　 　経済文教常任委員会に付託され、審査の結果、賛成少数で不採択となりました。本会議においても、

賛成少数で不採択となりました。

▼提出者
　　篠原一世議員
▼賛成者
　　若田部治彦議員、岡村恵子議員、鈴木靖宏議員、亀山春夫議員、横田誠議員、慶野常夫議員
▼条例改正の理由
　 　市の組織機構の再編に伴い、建設常任委員会の所管を改めるため。
▼審議結果
　　常任委員会への付託を省略し、議員全員の賛成により可決されました。

議員案の審議結果

請願の審査・審議結果

◀︎�全文は、こちらから
����ご覧になれます。
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令和2年
第2回佐野市議会定例会のお知らせ
令和2年
第2回佐野市議会定例会のお知らせ

栃木県市議会議長会議員及び事務局職員研修会に出席 （令和元年１０月  ８日）
台風第１９号による被災箇所の現地視察の実施 （令和元年１２月２３日）
第４回佐野市議会 議会報告会における市民の意見等を市長に報告 （令和元年１２月２７日）
議員研修会（入札に関する研修）の開催 （令和 ２年  １月２１日）
産業団地に関する講演会の開催 （令和 ２年  １月３１日）
中小企業等グループ補助金及び自治体連携型補助金に関する説明会の開催 （令和 ２年  １月３１日）
両毛六市議会議長会 議員研修会に出席 （令和 ２年  ２月  ３日）
栃木県議会議員と佐野市議会議員との懇談会の開催 （令和 ２年  3月25日）

令和元年1０月から令和２年３月までの
佐野市議会で行った主な取り組み

5/25日（月） 26日（火） 27日（水） 28日（木） 29日（金） 30日（土） 31日（日）

請願・陳情の
提出期限（17:00）

13：30
議会運営委員会

6/1日（月） 2日（火） 3日（水） 4日（木） 5日（金） 6日（土） 7日（日）

10:00 本会議
（議案説明） 休会 休会

8日（月） 9日（火） 10日（水） 11日（木） 12日（金） 13日（土） 14日（日）

休会 10:00 本会議
（議案質疑）

10:00 本会議
（一般質問）

10:00 本会議
（一般質問）

10:00 本会議
（一般質問） 休会 休会

15日（月） 16日（火） 17日（水） 18日（木） 19日（金） 20日（土） 21日（日）
9:00または10:00
建設常任委員会
13:30
厚生常任委員会

9:00または10:00
経済文教常任委員会
13:30
総務常任委員会

休会 休会
10:00 本会議

（委員長報告、質疑、
討論、表決）

※建設常任委員会及び経済文教常任委員会は、付託された議案等の件数が６件以下の場合は午前10時に開会、７件
以上の場合は午前9時に開会となります。

　令和2年第2回定例会の日程は、5月29日（金）の議会運営委員会で
内定し、6月5日（金）の本会議で決定します。
※日程は変更になることがあります。
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